
学 会 記 事

第24回糖 尿 病談話 会

日 時 平成 7年4月8日 (土)

午後2時30分より

会 場 万代シルバ-ホテル

竣階 千歳の間

Ⅰ. 一 般 演 題

1)速効塾,中間型イソス リソにはア レルギ-

反応を示 したが,遅効型イソス リソには示

高木 正人 ぼ 貫 赤 十字病院)

竣6歳,男性,8年前より糖尿病,H5年5月,瞭轍と

全身倦怠感が出現,H5年6月糖尿病と肺結核の加療 目

的で入院となった.HbAまC14.5%のためヒュ-マ リン

RとNの混注 2回打ちを行った. 2ケ月後より注射部位

の発赤と硬結を認め,インスリンアレルギ-と診断した.

ヒトイソスリソ特異的 IgE は陽性でインスリン抗体 も

8凱8%まで上昇 した.14種板のイソスりソをこついて皮

内反応を行った.速効塾,中間型インスリンは全て陽性

であったが,jポリソu,ヒュ-マリンU,ウル トラレ

ソテ MCは陰性であった曲これら遅効塾イソスリソは

全て単斜晶系の結晶であり,pH3の生理食塩水で結晶

を溶解すると皮内反応が出現したので,結晶構造がアレ

ルギーの出現をおさえていた可能性があると思われた.

2)糖尿病に併発 し不幸な転帰をとった肝腰 痛

の2例
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症例 lは71歳女性.FBS ll18mg.'dl,IibAlt･6.600

上比較的良好.呼吸困難.胸痛で来院.Wl-3C 18.GOO.1

nⅥ13,plt79,0(I):mm3､GOT772IU1.Gflr8781U.I.

LI~)H 2,039ILト1と高値.長時間の胸痛て AMl疑 ･-i

も ECG で S′r上昇なくCPIく72ⅠLU1と-I_已.常.腹部

X-P,echo.CT で肝両薬に aiI･-freespaeeを伴うガ

ス産生性巨大膿療認め,右葉のものは破裂していた.血
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ドレナ-ジ施行するもÅ院12日目をこ死亡,剖検で新鮮心

内膜 Tr･･L､肺梗塞を認めた.症例コは75歳女性.FBS198

nlg(ll.11bAl｡lO.80O.勲発,腹痛,低酸素血症で入

醍.腹部 echo,CT で左右雨薬をこ肝腰痛を認め開腹 ド

し十一∵J術施行 C1くlJ5.1mgdl､GOT 12IL71,GIyr

膝状感となり頭部 CT 施行するも n.p.,その後 も膚

睦状態が続 き2九月後の頭部 CT で慢性硬膜下血腫の

診断.穿頭洗浄術施行するも改善認めず,脊髄後索刺激

開始するも意識レベルの改善認めず.入院7丸月日で腎

不全,肺水腫で死亡.糖尿病は血糖コソトロ-ルが比較

的良好であっても重症感染症を合併することがあり注意

が必要である.

3)透析導入時に著 しいせん妄状態をきた しチ

アプ リドと血液透析によって改善 した糖尿

病性腎症の 1例

伊藤 正洋 ･鈴木 芳樹
轡田 達也 ･伊藤 聴
荒川 正昭 (新潟大学第二内科)

透析導入時に著 しいせん妄状態をきたし,チアプリド

と血液透析をこよって改善した糖尿病性腎症の1例を経験

したので報告する.

症例は77才男性.昭和63年,NIDDM と蛋白尿を指

摘された.平成4年,インスリン療法に変更し 腎生検

で糖尿病性糸球体硬化症 (結節塾)と診断された,平成

6年10月より浮腫が出現し,平成 7年2月 1日に呼吸困

難感のため入院した.血液透析により心不全症状は改善

したが,入院前をこぼ認めなかったせん妄状態と昼夜逆転

現象が出現 した.血液透析と+II'ブり卜75mgの使用

により,同症状は改善 した.チアプリドの有効血中濃度

および透析患者における薬物動態については報告がない.

本例では.そしりInt中濃度が 1,OOOng､■ml前後で精神症

状をこ対する効果を認めた.また,透析後の血中濃度は前

値より低T した.せん妄状態に対して,ma.iortranquil i -

zerや陸朕導入薬の効果が少なくても,チアプリドが薬

効する症例のあることが示唆された事

4)ピケ7'ナイ ド剤は蛋白急性負荷による hyper-

filtrati()n を抑制す る
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【円的】経[二沌勺に蛋白質を急性負荷すると GFRの増


